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ける近心側および遠心側それぞれの骨レベルの変化についてWilcoxon signed ranks testを用いて解析
した結果，インプラント周囲における有意な骨形成を認めた。プロービングデプスの平均値について，
上部構造装着時は3.03 mmで，2年後の経過観察時には3.33 mmとなり，増加傾向を認めたが，変化量
に有意差は認めなかった。また，OHIP-14の結果，治療開始前における各項目の値は，2年後の経過観
察時に著明に減少したことから，本ショートインプラント治療によって口腔関連QOLが向上し，患者
が治療に満足していることが示唆された。
これらの結果は，日本人患者において骨量の不足した部位に対する6 mmショートインプラント治療
が，少なくとも術後2年間は良好な治療経過を示すことを明らかにしている。このショートインプラン
ト治療は骨造成を要さないため，高齢の患者にとって負担が少なく良好な治療効果を得られる可能性
を示しており，今後長期的に評価していくことで口腔インプラント学の発展に貢献し得ることが期待
される。したがって，本研究成果の歯学領域への学術的貢献は高く，本論文は博士（歯学）の学位に
相応しいものと判断する。
